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1．序　論
幼児のバランス能力は未熟であり、大人と同等の

立位制御機能を獲得しているとはいえない1）。その
ため、成人よりも不安定な状態で、多種多様な動作
を実施する必要がある。立位で行う運動（例えば、
走る、歩く、跳ぶ、投げる）を円滑に行うために
は、姿勢の安定性は不可欠であり、それゆえ、バラ
ンス能力は様々な動作取得の基礎となる重要な能力
の一つである。

バランス能力は主に重心位置と支持基底面の
観点から様々な方法で評価される。例えば、重
心位置をできるだけ動かないように支持基底面
内に保持するテストとして各種姿勢保持テス
ト（片脚立ちや片脚爪先立ち等）、支持基底面内
で積極的な重心位置の移動を促すテストとして
Functional Reach test （FRテスト）、重心位置の
移動に合わせて支持基底面も移動させていくテ
ストとしてTimed up and Go test や平均台歩行
など様々なテストが挙げられる2）。幼児を対象と
した研究では、主に片脚立ちや平均台歩行など
のテストが実施されているが3, 4）、FRテストのよ

うに支持基底面内での重心移動を促すテストは、 
ほとんど実施されていない。バランス能力の各要素
を多角的に評価することで、幼児の姿勢制御機能の
発達を適切に評価することが可能になるであろう。

一方、幼児の体力測定の結果は、様々な環境要因
（応援、気分etc..）に左右されやすい。それに加え、
幼児は複雑なテスト方法を理解することが難しい。
特にバランス能力の測定は“動かないように”といっ
た指示が多く、測定に対するモチベーションの維持
が難しく、姿勢を保持するための細かい条件が設定
されるケースも多い。こうした状況の中では、通常
のバランス能力テストを、そのまま幼児に実施する
だけでは妥当な測定結果が得られない可能性がある。 
それゆえ、できるだけシンプルかつ、遊びの要素を
取り入れたテストを開発することが必要であろう。

本研究では、幼児における測定がほとんど実
施されていないFRテストを幼児用に修正した魚
釣りFRテストを開発した。FRテストは「どれ
だけ遠くまで手を伸ばせるか」を測定するテス
トであり、自身の安定した支持基底面の大きさ

（LoS）を測定するバランス能力テストとされる5）。 
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魚釣りFRテストでは、前方に置かれたできるだけ
遠くの目標物をまで手を伸ばす（釣る）という課題
を与え、楽しみながらFRテストと類似した動作が
現れるようテスト条件を設定している。本テストの
信頼性や妥当性が実証されれば、従来ほとんど測定
されていない幼児のLoS測定の簡便な実施が可能と
なるであろう。

本研究の目的は、幼児を対象とした際の、新規に
開発した魚釣りFRテストと通常のFRテストの信頼
性および両テストの関係を検討することであった。

2．方　法
（1）被験者

4－ 5歳の男女幼児25名（男児14名、女児11名）
が本研究に参加した。平均身長および平均体重は、
男児が106.0±4.1cm、17.9±2.0kg、女児が106.9±
5.2cm、18.4±3.1kgであった。年齢および身長体重
に性差は認められなかった。実験に先立ち、実施園
および保護者に書面にて実験方法の詳細を提示し、
実験参加に関して保護者の同意を得た。

（2）測定方法
本研究ではFRテストおよび魚釣りFRテストの2

つの測定を実施した。
①　FRテスト

被験者は両足を揃えて直立姿勢で待機した。検
者の指示の下、直立姿勢のまま両腕を肩の高さま
で挙上し前方へ伸ばし（前ならえの姿勢）、その
際の右手先端までの水平距離を基準点として記録
した（基準距離）。その後、被験者にできるだけ
前方へ手を伸ばすよう指示し、手の先端の到達距
離を記録した。手を伸ばしてから元の直立姿勢に
戻れなかった場合は失敗とし、再度テストを実施
した。到達距離と基準距離の差をFRテストにお
ける「手伸ばし距離」として算出した。テストは
2試行実施され、2試行の平均値および最大値を
代表値として用いた。

②　魚釣りFRテスト
被験者は、直立姿勢で右手にて磁石が付随した

棒（磁石棒）を保持し、前方机上に設置された魚
が描かれた鉄製カード（以下、魚カード）の中か
らできるだけ遠くの魚カードを釣るように指示さ
れた。なお、鉄製カードは 1cm毎に設置されて
いる。魚釣りFRテスト中は、30cm×30cmの枠
内から出ないように指示し、姿勢保持に関してそ
れ以外の条件は特に課さなかった。魚カードを釣
れなかった場合、魚カードを釣ってから元の直立
姿勢に戻れなかった場合、もしくは枠内から足を
踏み出した場合は失敗とし、再度テストを実施し
た。テスト中に釣った魚カードの位置により手伸
ばしの最大到達距離を測定し、FRテスト中に測
定した基準距離との差を魚釣りFRにおける「手
伸ばし距離」とした。テストは2試行実施され、
2試行の平均値および最大値を代表値として用い
た。

（3）統計解析
FRテストおよび魚釣りFRテストにおける手伸ば

し距離の試行間信頼性を級内相関係数により検討し
た。また、両テスト間の関係はピアソンの積率相関
係数により検討した。本研究における統計的有意水
準は5％とした。

図1　魚釣りFRテストの測定風景
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3．結　果
FRテストでは試行間差が認められ、 2試行目が

有意に長く（ df = 24, t = 2.18 ）、ICCは0.50と低
かった。一方、魚釣りFRテストは試行間差がみと
められず（ df = 24, t = 0.68 ）、ICCは0.81と高い水
準であった。両テストの手伸ばし距離の相関は、平
均値でr = 0.58 （図2）、最大値で r = 0.57（図3）
と、ともに有意な中程度の相関が認められた。 

4．考　察
FRテストの信頼性は低く、魚釣りFRテストの信

頼性は高かった。魚釣りFRテストでは魚カードが
前方に見えているため、手を伸ばすための目標を見
つけやすい。一方、FRテストでは、できるだけ遠
くに手を伸ばすという目標だけが与えられており、
体の使い方や動作への慣れによって手伸ばし距離が
ばらついた可能性がある。成人を対象とした際の
FRテストの信頼性は十分なものであることが報告
されている6）。しかし、テスト中の姿勢統制条件が
多く、幼児においてはテスト方法の理解が難しかっ
たり、テスト動作への習熟に時間がかかったりする
可能性がある。

FRテストと魚釣りFRテストの手伸ばし距離には
中程度の関係が認められた。FRテストでは単純に

「できるだけ遠くに手を伸ばす」といった動作を要
求し、魚釣りFRテストでは手に持った磁石棒を用
いて「できるだけ遠くの魚を釣ってくる」という動
作を要求している。両テストともに「遠くに手を伸
ばす」といった共通の動作が含まれており、両テス
トの関係が認められたと考えられる。しかし、そ
の関係の程度は高くない。この原因の一つとして、
FRテストの信頼性が低かったことが関与している
であろう。幼児においてFRテストの測定値の再現
性が低く、真の値を得られていない幼児が混ざって
いたことで、両者の関係性が高くなかったことが考
えられる。他の要因としては、魚釣りFRにおいて
生じる「魚を釣る」という動作が関係しているかも
しれない。魚釣りFRでは、単純に手を伸ばすだけ
ではなく、磁石棒を魚カードに付けるといった動作
が必要になり、目と手の協応性が必要になる。手を
伸ばした状態という不安定な状態での動作であり、
テスト結果に影響を及ぼした可能性がある。また、
魚釣りFRでは魚カードといった目標物があり、そ
れに向けて手を伸ばすことになる。できるだけ遠く
の魚を釣るといった指示ではあるが、被験者自身の
中で釣る魚の目標をつけることで、通常のFRより
も手伸ばし距離が変化した可能性がある。

5．結　論
本研究では、幼児を対象に、FRテストと新規に

開発した魚釣りFRテストの信頼性を検討するとと
もに、両テスト中の手伸ばし距離の関係を検討し
た。その結果、FRテストの信頼性は低いが、魚釣
りFRテストの信頼性は高いことが示された。また
両テストには関係があり、魚釣りFRテストの実用
化に向けた示唆が得られた。
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